
１ 水道料金調定関係 １．９月期の経営状況
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△ 380
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D 対前年比較(B-C)
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項　　目

項　　　　　目

調定料金(税抜)

D 収納率 B-D

 当年度分 219,644,447円 82.23%

項　　目

計 223,088,631円 - 231,131,386円 - -

項　　目 A 当月末未収額 B 収納率 C 前年同月未収額 D 収納率 B-D

227,774,263円 81.83% 0.40%

 過年度分 3,444,184円 98.26% 3,357,123円 98.36% △0.10%

B 収納率 C 前年同月未収額

 当年度分 105,400,019円 80.18% 96,194,650円 79.80% 0.38%

 過年度分 1,055,969円 98.96% 851,875円 99.08% △0.12%

計 106,455,988円 - 97,046,525円 - -

項　　目 A 当月末未収額 B 収納率 C 前年同月未収額 D 収納率 B-D

計 5,434,430円 - 6,070,200円 - -

 当年度分 4,197,430円 77.72% 4,810,300円 83.75% △6.03%

 過年度分 1,237,000円 8.82% 1,259,900円 10.90% △2.08%

当期の収入は、加入金726千円の執行となりました。支出は、建設改良費として調査設計費

や機器整備費など384,473千円、企業債償還金として246,279千円を執行しました。

当期の給水収益は205,324千円（税込）で、前月期に比べて4,646千円の減、対前年同月比では

7,608千円の減となっています。営業収益は205,705千円、営業外収益は事務手数料や預金利息な

ど6,267千円となりました。

当期の営業費用は委託料や動力費など91,449千円、営業外費用は企業債利息として49,081千円、

特別損失は50千円を執行しました。

当期の収入は、国庫補助金6,600千円となりました。支出は、建設改良費として工事請負費

や事務費など12,456千円、企業債償還金として702,203千円を執行しました。

【

９月９日(火)に令和７年登米市議会定例会９月定期議会が開会し、当部では、下水道事業会計

補正予算（第１号）、令和６年度登米市水道事業会計決算認定及び令和６年度登米市下水道事業

会計決算認定の３件を提案しました。

９月24日(水)には、総務企画常任委員会・予算決算常任委員会総務企画分科会が開催され、下

水道事業会計補正予算（第１号）について審議が行われ、補助金内示状況等により予算の組替え、

佐沼環境浄化センターの債務負担行為の変更を行う旨説明しました。

決算認定については、10月２日（木）に審議が行われます。

【給水の実演訓練の様子】

(1) 議会定例会９月定期議会の開会

９月20日（土）に令和７年度登米市総合防災訓練が開催され

ました。この訓練は、自主防災組織に必要な知識や技術の習得

を行い、地域の防災力向上を図るとともに、市民一人ひとりの

防災への関心を高めることにより、被害を最小化することを目

的とし開催されました。当部からは給水拠点設置訓練として職

員及び業務受託者が参加し、給水タンクの組立や給水の実演訓

練を行いました。

２．今月の出来事

当期の下水道使用料は88,366千円（税込）で、前月期に比べて2,193千円の減、対前年同月比

では6,823千円の増となっています。営業収益は88,379千円、営業外収益は、預金利息など404

千円を執行しました。

当期の営業費用は委託料や動力費など88,032千円、営業外費用は企業債利息として91,945千

円、特別損失は13千円を執行しました。

(3) 登米市総合防災訓練に参加

(2) 総務企画常任委員会の所管事務調査

９月３日（水）及び17日(火)に総務企画常任委員会の所管事務調査として、第三次登米市総

合計画（案）についての調査が行われました。３日（水）は、当部に係る施策等の説明を行い、

17日（火）には、委員からの意見・質問に対する回答を行いました。委員からは、「指標とし

て掲げる上水道有収率について、具体的に施策の取組として加えるべき」、「汚水衛生処理率

の目標値については、本計画に掲げる将来人口の目標値を加味すべき」との意見がありました。

今後、庁内会議等を経て議会全員協議会に提案する予定となっております。



経営分析の状況 経営分析の状況
◎ 配水量の状況 （単位：㎥） ◎ 処理水量の状況 （単位：㎥）

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

※流域関連特定環境保全公共下水道及び浄化槽については有収水量を記載。

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

特記事項
１　石越浄水所取水口の浚渫作業を実施

※金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計金額を記載。件数は、更新工事を除いた件数を記載。

※ポンプ施設整備事業については、令和７年度の予算計上が無いので状況報告から除く。

特記事項

〇浄化槽整備事業受付状況

（９月末現在）

◎ 漏水調査結果（累計）

令和７年９月期　業務実績報告書（水道施設課・下水道施設課）
水　道　施　設　課 下　水　道　施　設　課

項　　目
当月実績 実績累計 計画累計 前年累計

備考
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） 対計画 (B)-(C) 対前年度(B)-(D) （Ａ）

比　較　（Ｅ）
項　　目

当月実績 実績累計 前年累計 比較（Ｄ）

（Ｂ） （Ｃ） 対前年度(B)-(C)

1処理場

 総配水量 747,250 4,635,086 4,474,050 4,633,475 161,036 1,611 特定環境保全公共下水道

18,505 公共下水道(迫・中田・登米・南方) 251,968 1,436,185 1,532,182 △95,997 総取水量 808,280 5,006,694 4,809,590 4,988,189 197,104

3,883,313 3,896,100 3,977,326 △ 12,787

54,280 311,195 323,744 △12,549 3処理場

30,255 176,639 183,634 △6,995  (1) 有収水量 612,181 3,685,831 3,707,700 3,767,826 △ 21,869 △ 81,995 　豊里処理区

△ 94,013 　米谷・錦織処理区 10,453 60,987 70,763 △9,776 １ 有効水量 650,180

 ２ 無効水量 97,070 751,773 577,950 656,149 173,823 95,624 流域関連特定環境保全公共下水道(石越)

△ 12,018 　津山処理区 13,572 73,569 69,347 4,222  (2) 無収水量 37,999 197,482 188,400 209,500 9,082

  (1) 漏水量 96,151 749,349 574,200 655,091 175,149 94,258 農業集落排水

11,375 69,871 71,703 △1,832

  (2) その他無効水量 919 2,424 3,750 1,058 △ 1,326 1,366 　迫地区

121,900 657,424 699,136 △41,713 24処理場

 ３ 有収率 81.92% 79.52% 82.87% 81.32% △ 3.35% △ 1.80% 　東和地区

8,680 49,103 51,653 △2,550

※ 当月期の最大配水量は、９月２日（火）に記録した【26,922㎥】です。 　中田地区 34,390 187,491 198,776 △11,285

2,579 16,015 16,675 △660

　米山地区 53,428 276,324 302,974 △26,650

　豊里地区 1,929 11,825 12,161 △336

116,897 △232 R7.4.1時点
主要な建設改良事業

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）
執行率

　南方地区 20,895 116,666

2,204基

取水施設整備事業 0 0 0 0 0

(A)-(B+C) 浄化槽(特地・個排) 45,550 270,789 268,697 2,092件数 金額 件数 金額 件数 金額

2,895,462 △149,9990 0 0.0% 合　　計 485,073 2,745,463

5,539 41,801 98.2%

配給水施設整備事業 32 1,214,395 11 329,474

浄水施設整備事業 5 2,295,608 2 2,248,268 0

残額（Ｄ）
執行率

件数 金額 件数 金額

1 44,090 840,831 30.8%

※ 件数及び金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む。）の合計です。

主要な建設改良事業

管路整備事業 8 617,369 0 2,915 0 7,967

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ）

606,487 1.8%

件数 金額 (A)-(B+C)

１ 汚水管渠築造工事を発注

処理施設整備事業 90 702,312 16 142,235 12

【作業前】 【作業中】 【作業後】

予定件数 受付件数 残件数

29,952 530,125 24.5%

44
配水管 35 56.790

付属施設 0 0.000

漏
水
調
査
結
果

施設 件数 漏水量(㎥/h)
80 36

113.060
２　渇水による水源地水位低下の解消

給水装置 66 56.270
２ 下水道処理施設の除草作業を実施

計 101

　【漏水調査結果：９月】
　　〇推定漏水量  27.010㎥/h
 　 〇推定効果額　約6,116千円
　  〇推定効果額算定
　　　・R6年度給水原価  314.48円
　　　・9月推定漏水量　27.010㎥/h
　　　・27.010㎥/h×24h×30日×314.48円 【除草作業の状況】

９月期に迫町北方石打坂地区汚水管渠築造工事の発注を行いました。

この工事は、開削工法による管路(施工延長L=70.80m)、マンホール(２

基)及び公共汚水ますの整備を行うものです。この工事をもって北方石

内坂地区の面整備は完了となり、今後は過年度に管渠の埋設を実施し、

仮復旧の状態となっている道路舗装の本復旧工事を実施する予定です。

公共下水道事業の早期完了に向け、引き続き汚水管渠の整備を行って

まいります。

９月期に東和町の大関浄化センターにおいて、敷地内の除草作業を実

施しました。この作業は、施設内のマンホールなどの点検口が、雑草な

どの影響により埋没し、施設管理の作業効率を低下させることや、害虫

発生などを防止するため定期的に行っているものです。今後も適切な施

設の点検・保守作業を実施し、効率化な維持管理を行ってまいります。

記録的な猛暑と雨不足による取水不能のため、給水車による補水を行っ

ていた大綱木浄水場について、月初のまとまった雨により水源の水位が回

復したことから、９月４日をもって補水作業を終了しました。

８月18日から９月４日までの間のうち14日間作業を行い、延べ40人が従

事し、約78㎥を補水しました。

また、米川浄水場等水源の水位低下が続いていた他の浄水場においても、

水位が回復しています。

９月３日に石越浄水場大巻取水口の浚渫作業を実施しました。当該作業

は、取水口付近の流水路を確保し、安定した取水を可能とするため実施す

るものですが、例年は作業の安全確保の観点から渇水期（12月～２月）に

実施しているところ、今年度は渇水対策のため、県と協議し、９月の実施

となりました。


